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キララちゃん�
ママ�

キララちゃん�

キララちゃんパパ�

　

３
月
・
４
月
は
、
高
校
生
や
学
生
な
ど

の
就
職
や
、
仕
事
の
関
係
な
ど
で
異
動
す

る
こ
と
が
多
く
な
る
時
期
で
す
。

　

役
場
窓
口
で
は
、
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

や
印
鑑
登
録
・
証
明
な
ど
、
町
民
の
み
な

さ
ん
と
関
わ
り
の
深
い
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
家
族
を

町
民
の
み
な
さ
ん
に
た
と
え
、
転
入
届
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

各
種
窓
口
業
務
に
関
す
る
手
続
き
は
、

多
種
多
様
に
わ
た
り
ま
す
の
で
、
４
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

詳
し
い
こ
と
は
町
民
生
活
課
町
民
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

3
月
・
4
月
は
転
入
・
転
出
な
ど
の
異
動
の
時
期
で
す
�

役
場
の
窓
口
で
行
う
仕
事
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
�

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
ぼ
く
は

「
キ
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
」
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
の
ふ
く
し
ま
国
体
の
時
に
、太
陽
・

石
・
水
の
三
つ
の
光
と
、
い
つ
も
明
る
く
て
元

気
、
ス
ポ
ー
ツ
も
何
で
も
得
意
な
未
来
の
子
ど

も
た
ち
の
よ
う
す
を
描
い
た
、
石
川
町
の
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
ぼ
く
は
、
今
年
で
６
歳
か
な
？

　

ぼ
く
の
家
族
は
石
川
町
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
各

地
を
歩
い
て
い
ま
す
。
今
度
、
ふ
る
さ
と
に
帰

　

っ
て
来
た
の
で
、
家
族
で
役
場
に
転
入
届
の

　
　
　

手
続
き
に
来
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
ね
！
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転
入
し
て
３
カ　
　

月
以
上
続
け
て
居

住
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
日
か
ら　

日
以

１４

内
に
転
入
先
の
市
区
町
村
に
転
入
届
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
前
に
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
転
出
証
明

書
を
添
え
て
転
入
届
を
出
す
こ
と
。

●
転
入
届
に
は
、本
籍
・
新
旧
住
所
・
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
・
世
帯
主
及
び
そ
の
続

柄
・
転
入
の
年
月
日
を
書
く
。

●
持
参
す
る
も
の

　
　

▼
転
出
証
明
書

　
　

▼
年
金
手
帳

　
　

▼
国
民
健
康
保
険
証
〔
必
要
に
応
じ
〕

　
　

▼
印
鑑

届
け
出
の
要
点

（

）

印
鑑
も
忘
れ
ず
に
�

▲役場の各種届出窓口

引
っ
越
し
て
き
た
と
き
の
手
続
き
�

そ
の
ほ
か
の
各
種
手
続
き
に
つ
い
て
は
�

4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

転
入
届
�

14 ３� １�
福島県石川郡石川町字下泉153－2
東京都�
福島県石川郡石川町字下泉153－2

キララちゃんパパ�

キララちゃんパパ�

キララちゃんママ�

キララちゃん�

キララちゃんパパ�

本人�

不明�

７�９�１�

父�キャラクター�

キャラクター�

キャラクター�

母�

子�

福島県
石川郡

石川町
字下泉

153－2

東京都
�

キララち
ゃんパパ

�

キララち
ゃんパパ

�

キララち
ゃんママ

�

キララち
ゃん�

キララち
ゃんパパ

�

平成14
３�

１�
平成14

３�
１�

平成７�
９� １�

父�

母�

子�

福島県石川郡石川
町字下泉�
153－2

キララちゃんパパ�

14 ９� 30

15 ９� 30

12345678910

男�
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●各種証明書等申請の際に、持参するもの
本人家族以外の来庁の場合家族来庁の場合本人来庁の場合手数料（円）交付・申請内容区分

代理者印鑑、委任状代理者印鑑特になし

１通４５０円戸籍謄本・抄本

戸
籍
・
住
民
票
関
係

１通７５０円除籍等の謄抄本

１通３５０円戸籍届書受理証明書

代理者印鑑、委任状
簡保証書

代理者印鑑、簡保証書簡保証書（受取人）１通３５０円死亡届書の写し

代理者印鑑、委任状

代理者印鑑、委任状

特になし

１通２００円身分証明書

代理者印鑑

１通２００円戸籍附票の写し

１通２００円住民票一部の写し

代理者印鑑、注文書や契約書
の写し又は、本人の印鑑

１通２００円
住民票一部の写し
（省略住民票）

代理者印鑑、委任状

家族５人まで
２００円

住民票家族全員の写し

代理者印鑑、委任状
印鑑、運転免許証又は
保険証

２００円印鑑登録
印
鑑
証
明
関
係

３００円印鑑登録（２回目以降）

代理者印鑑、印鑑登録証代理者印鑑、印鑑登録証印鑑登録証１通２００円印鑑登録証明書

代理者印鑑、委任状代理者印鑑、印鑑登録証
登録印鑑、登録証、
委任状

無　料印鑑登録廃止申請書

申請者印鑑、自賠責保険証申請者印鑑、自賠責保険証印鑑、自賠責保険証１台７５０円
臨時運行（仮ナンバー）許
可申請書

税
証
明
書
関
係

代理者印鑑、委任状

代理者印鑑
特になし

１通２００円所得証明書

１通２００円所得額等に関する証明書

１通２００円納税証明書

１通２００円課税証明書

車検証無　料軽自動車納税証明書

代理者印鑑、委任状特になし

１通２００円固定資産証明書

土地３筆まで
２００円、
建物１筆
２００円

土地建物（評価・公課）証
明書

●各種届出の際、持参するもの
持ってくるもの「該当分持参のこと」届出の時期届出種別

印鑑、年金手帳、国民健康保険証、介護保険被保険者賞（６５歳以上者）、乳幼
児医療受給者証（６歳までの者）、老人医療受給者証（７０歳以上者）、ひとり親
家庭医療費受給資格証

住所変更の日から１４日以内転居届　「町内での住所変更届」

転出証明書、印鑑、年金手帳、家族で、国保加入者があるときは国民健康保険証住所変更の日から１４日以内
転入届　「他市町村から石川町への
住所変更届」

上記「転居届」の持ってくるものと同じ転出予定の１４日前から
転出届　「石川町から他市町村への
住所変更届」

印鑑、国民健康保険証、老人医療受給者証世帯主を変更したとき
世帯主変更届
　「家族内での世帯主の変更届」

印鑑、出生証明書（医師発行）、母子健康手帳、扶養に入れる健康保険証生まれた日から１４日以内出生届

新夫婦の印鑑、戸籍抄本（当町に本籍のない人分）、他市町村からの転入とな
る人は、転出証明書、ほか上記「転入届」と同じ

届出により法的効力発生婚姻届

印鑑、死亡証明書（医師発行）、ほか上記「転居届」と同じ死亡の日から７日以内死亡届

印鑑、年金手帳、今までの会社から離職証明書又は、扶養却下理由書、家族で
国保加入者があるときは国民健康保険証、乳幼児医療受給者証、老人医療受給
者証、ひとり親家庭医療費受給資格者証

他の保険をやめた場合や
扶養からはずれた時

国保・年金資格取得届

印鑑、国民健康保険証、年
金手帳、加入した社会保険
証、老人医療受給者証、ひ
とり親家庭医療費受給資格
者証

他の保険に加入したときや
扶養に入った場合

国保・年金資格喪失届

印鑑、国民年金第３号被保険
者該当届、年金手帳、加入
した社会保険証

配偶者の社会保険証等に
新たに扶養加入した時

国民年金第３号被保険者該当届

●お問い合わせ先　町民生活課　町民係　�２６－９１２０

委任状の書式（例）

委　　任　　状

平成○年○月○日

石川町長様
委任者の住所　○○○○○○
　　〃　氏名　○○○○　�

　私は、「住所○○氏名○○」を代理人として、
下記の権限を委任しました。

記
○○○１通交付に関すること

保

存

版

各
種
証
明
書
等
申
請
・
届
出
の
際
に
持
参
す
る
も
の
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春
の
火
災
予
防
運
動
（
3
月
1
日
〜
7
日
）
�

統
�一
�
標
�語
�

　１月２５日、第４８回文化財防火デーを前に町
内６ヶ所で、文化財防火査察が行われました。
　肌寒いなか、教育委員会、消防関係者らが、
県・町指定の文化財である乗蓮寺の銅鐘（下
泉）、薬王寺の薬師堂（大室）、〔写真〕石都々
古和気神社の鰐口（下泉）、華蔵寺の銅鐘（下
泉）、福満虚空蔵堂（北山形）、千手観音立像（谷
地）を廻りました。
　郷土の貴重な文化財を守るため、防火用具
や水利状況など、非常時の態勢をチェックし
ていました。

文化財防火デーにちなみ
町内重要文化財を査察 ３

月
以
降
は
春
の
強
風
な
ど
に
よ
り
、

特
に
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
、

火
災
な
ど
の
災
害
を
防
ぎ
、
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

３
月
１
日
か
ら
１
週
間
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
車
輌
火
災
及
び
林
野
火
災
の
予
防
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

●平成１３年火災発生状況

損害額
（千円）

火災程度
（棟数）火災地域火災

種別月別

２５ぼや　　　１棟北町地内建物１月

２７５部分焼　　１棟高田地内建物
３月

１，６５９全焼　　　１棟屋敷入地内建物

３４，６９７全焼　　　３棟中野地内建物
４月

０３０ａ北山地内林野

７６８全焼　　　１棟谷沢地内建物７月

１２，８７１全焼　　　２棟屋敷入地内建物１２月

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。
恐
ろ
し
い
火
災
を
出

さ
な
い
よ
う
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
の
ポ
イ
ン
ト

●ストーブに
は、燃えやす
いものを近づ
けない

●電気器具は
正しく使い、
たこ足配線は
しない

●子どもには、
マッチやライ
ターで遊ばせ
ない

●天ぷらを揚
げるときは、
その場を離れ
ない

●寝タバコや
タバコの投げ
捨てをしない

●家の周りに
燃えやすいも
のを置かない
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今
、
地
方
分
権
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
国
、
地
方
の
財
政
悪
化
、
環
境
問
題
な
ど
、

自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、自
治
体
が
単

独
で
効
率
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
り
専
門
的
な
職
員
の
確
保
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、住
民
の
利
便
性
を
高
め
な
が
ら
効
率
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め

に
市
町
村
が
協
力
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
う
の
が
「
広
域
行
政
」
で
す
。
そ
れ
で
は

「
広
域
行
政
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
、な
ぜ
広
域
行
政
な
の
？

　

地
方
分
権
に
よ
っ
て
市
町
村
で
決
定
で

き
る
こ
と
が
増
え
て
お
り
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
意
見
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
的
確
に
把
握
し
て
そ
れ
を
反
映
さ
せ

る
た
め
に
市
町
村
は
限
り
あ
る
人
材
と
財

源
を
効
率
的
に
活
用
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
共
同
で
で
き
る
こ
と
は
共
同
化
す

る
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
の
役
割
が
も
っ
と
大
き
く
、

さ
ら
に
重
要
に

市
町
村
の
枠
を
超
え
て
日
常
生
活
を

便
利
に
、
快
適
に

　

普
段
の
生
活
で
は
市
町
村
の
境
を
こ
え

て
通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
多
く
の
人

の
生
活
が
一
つ
の
市
町
村
の
枠
の
中
で
は

お
さ
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
住
ん
で

い
る
と
こ
ろ
と
職
場
の
あ
る
市
町
村
が
違

う
た
め
保
育
所
の
送
迎
が
大
変
だ
っ
た
り
、

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

の
が
不
便
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
活
が
も
っ
と
便
利
に
な
る
た
め
に
市
町

村
の
枠
を
超
え
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き

る
よ
う
市
町
村
相
互
の
連
携
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
へ
の
対
応
を

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
、
効
果
的
に

　

介
護
保
険
の
よ
う
に
保
健
、
医
療
、
福

祉
が
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
た
め
に
は
専
門

職
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
専
門
職
を
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
市
町
村
が

連
携
し
、
工
夫
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

市
町
村
の
連
携
で
経
費
は
最
小
、

効
果
は
最
大

　

質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
つ
の
市
町

村
だ
け
で
の
取
り
組
み
で
は
十
分
な
効
果

が
あ
げ
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
は
市
町
村
が
連
携
し
て

い
く
こ
と
で
経
費
を
最
小
に
抑
え
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

広
域
行
政
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
�
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こ
れ
ま
で
の
広
域
行
政
の
課
題

　

こ
れ
ま
で
の
広
域
行
政
の
仕
組
み
の
中

心
と
な
っ
て
い
た
一
部
事
務
組
合
は
ご
み

処
理
、
消
防
と
い
っ
た
特
定
の
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
が
主
な
役
目
で
し
た
。
し
か

し
、
行
政
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
特
定
の
事

務
を
共
同
で
行
う
だ
け
で
な
く
、
総
合
的

に
連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば

水
質
保
全
な
ど
の
環
境
対
策
や
保
健
・
福

祉
・
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
な
ど

市
町
村
が
協
力
し
て
取
り
組
ま
な
い
と
難

し
い
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

広
域
行
政
に
は
ど
ん
な
制
度
が

あ
る
の
？

　

広
域
的
課
題
を
解
決
す
る
に
は
広
域
的

な
連
携
が
必
要
で
そ
の
手
法
と
し
て
は
、

「
広
域
連
合
」
や
「
市
町
村
合
併
」
が
有

効
な
手
段
で
す
。

広
域
連
合
と
は

①
自
治
体
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
課
題

に
県
が
参
加
で
き
、
県
と
自
治
体
が
共

同
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
国
の
地
方
行
政
機
関
の
長
、
県
知
事
、

学
識
経
験
者
が
参
加
し
た
協
議
会
を

設
置
し
、
広
域
計
画
の
円
滑
な
推
進
の

た
め
の
協
議
が
行
え
ま
す
。

③
自
治
体
同
様
議
員
、
長
の
選
出
に
つ
い

て
住
民
選
挙
が
行
え
、
ま
た
、
住
民
に

よ
る
直
接
請
求
が
で
き
住
民
の
意
思

が
反
映
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
に
し

な
が
ら
、
市
町
村
が
連
携
し
て
住
民
の
み

な
さ
ん
の
要
望
に
応
え
、
地
域
全
体
の
発

展
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
高
度
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
の
新
し
い

連
携
の
仕
組
み
で
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト

　

一
部
事
務
組
合
と
同
様
に
①
主
体
性
が

発
揮
で
き
な
い
②
責
任
が
不
明
確
に
な
る

③
迅
速
、
的
確
な
意
思
決
定
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
と
は

①
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上

�
窓
口
サ
ー
ビ
ス
が
住
居
や
勤
務
地
の
近

く
な
ど
で
利
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

�
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
た
他
の
市
町
村

の
公
共
施
設
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

�
専
門
職
の
採
用
、
増
強
を
図
る
こ
と
が

で
き
高
度
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

②
重
点
的
な
投
資
と
広
域
的
な
観
点
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り

�
重
点
的
な
投
資
が
可
能
と
な
り
グ
レ
ー

ド
の
高
い
施
設
の
整
備
な
ど
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

�
広
域
視
点
に
立
っ
て
道
路
や
土
地
利
用

な
ど
ま
ち
づ
く
り
が
よ
り
効
果
的
に
で
き

　

広
域
連
合
で
は
、
い
く
つ
も
の
市
町
村

が
集
ま
る
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
物
事
を
決

定
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
市
町
村
の
区
域

を
一
体
化
さ
せ
て
一
つ
の
ま
ち
を
つ
く
る

市
町
村
合
併
と
い
う
方
法
が
有
効
な
手
段

で
す
。

役
場
が
遠
く
な
り
不
便
に
な
る
の
で

は
？

旧
役
場
が
支
所
と
な
る
の
で
住
民
票

交
付
な
ど
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
今
ま

で
ど
お
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
心
部
だ
け
が
発
展
し
周
辺
部
は
さ

び
れ
る
？

周
辺
部
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た

ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
事
業
が
展
開
で
き
ま
す
。

福
祉
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
が
低
下

し
た
り
、
公
共
料
金
な
ど
が
高
く
な

る
？

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
水

準
は
高
い
ほ
う
に
、
負
担
は
低
い
ほ

う
に
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
す
。

�
環
境
問
題
や
水
資
源
問
題
、
観
光
振
興

な
ど
広
域
的
な
課
題
に
対
応
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

③
行
財
政
の
効
率
化

�
重
複
す
る
管
理
部
門
や
各
種
委
員
会
、

そ
の
事
務
局
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
生
み

出
さ
れ
た
経
費
が
サ
ー
ビ
ス
部
門
や
事
業

実
施
部
門
へ
充
て
る
こ
と
が
で
き
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
行
財
政
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

�
市
制
施
行
や
大
き
な
市
町
村
が
誕
生
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
が
向

上
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

デ
メ
リ
ッ
ト
Ｑ
＆
Ａ

QAQAQA

▲双里地区上空から
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ガ
ラ
ス
工
芸
「
ト
ン
ボ
サ
ー
ク
ル
」
が
、
月
２

回
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
教
室
に

は
、　

人
が
参
加
。
昨
年
３
回
の
教
室
で
技
術
の

１２

習
得
が
で
き
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
受
講
生
の
強

い
要
望
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ガ
ラ
ス
素
材
を
バ
ー
ナ
ー
で
溶
か
し
な
が
ら
、

様
々
な
模
様
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
つ
く
れ
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
女
性
を
中
心
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

芸
術
文
化
活
動
を
通
し
、
石
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
工
芸
ト
ン
ボ
玉

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
て
は

　

１
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
、
女
性
モ
ニ
タ
ー

２５

新
春
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
谷
京
子
助
役
が
あ
い
さ
つ
。
昨
年
出
さ
れ
た

モ
ニ
タ
ー
通
信
活
動
の
内
容
や
、
町
か
ら
の
回
答

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
出
席
し
た
モ
ニ
タ

ー
７
人
ら
と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
か
ら
は
、
中
学
高
校
で
県
内
ト
ッ
プ

の
実
力
を
持
つ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
、
中
谷
、
山
橋
地
内
を
通
る
広
域
農
道

の
管
理
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
現
状
、
課
題
な
ど

が
議
題
と
さ
れ
、
活
発
に
質
問
、
意
見
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
。

女
性
モ
ニ
タ
ー
が

新
春
座
談
会
を
開
催

　

１
月　

日
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
、
平
成

２５

　

年
度
町
体
育
協
会
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３
　

岡
崎
重
春
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
西
牧
立
博
町
長

ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
ス
ポ
ー
ツ
普
及
賞
、
優
秀
指
導
者
賞
、

優
秀
選
手
賞
あ
わ
せ
て　

人
一
人
ひ
と
り
に
賞

５５

状
と
記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
（
財
）
県
体
育
協
会
功
労
者
賞
の
岡
崎
重

春
さ
ん
、（
財
）
日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
功
労

賞
の
小
針
三
夫
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
演
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
体
育
協
会

　

人
を
表
彰

５５
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２
月
９
日
、
共
同
福
祉
施
設
ホ
ー
ル
で
、
石
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

石
川
町
は
鉱
物
の
宝
庫
で
、
日
本
三
大
鉱
物
の

産
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一
環
と
し
て
楽

し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
石
の
博
物
館

構
想
を
提
案
す
る
な
か
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０

人
が
聴
講
に
訪
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
５
人
な
ど
の
話
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ボ
玉
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ト
ン
ボ
玉

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

石
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

２
月　

日
、
板
橋
字
道
ケ
作
の
自
宅
で
、
小
木

１１

吉
蔵
さ
ん
の
百
歳
高
齢
者
知
事
賀
寿
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
秀
之
県
中
社
会
福
祉
事
務
所
長
か
ら
賀

寿
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
西
牧
立
博
町
長
、

木
田
重
喜
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
評
議
員
な
ど

か
ら
も
賀
寿
、
祝
い
金
、
記
念
品
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

小
木
さ
ん
は
、
見
聞
き
は
で
き
る
反
面
、
会
話

が
不
自
由
で
す
が
、
そ
し
ょ
く
中
心
の
食
生
活
で

あ
る
こ
と
も
繁
栄
し
、
お
元
気
な
方
で
す
。

　

２
月　

日
現
在
、
県
内
で
は
小
木
さ
ん
を
含
め

１０

百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
２
９
人
（
男　

人
・
女

４３

１
８
６
人
）
で
す
。

板
橋
の
小
木
吉
蔵
さ
ん

満
百
歳
お
め
で
と
う

　

２
月
１
日
、
外
槙
保
育
所
（
圓
谷
美
幸
所
長
）

な
ど
で
は
、
節
分
の
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
士
さ
ん
が
「
心
、
お
腹
の
中
に
い
る
悪
い

鬼
を
追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。」
と
豆
ま
き
の
話
を

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
正
月
初
老
を
迎
え
た
２
人
を
迎
え
、
年

長
組
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
豆
を
ま
く
と
、
年

少
組
が
競
っ
て
豆
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鬼
に
扮
し
た
保
護
者
が
３
人
現
れ
る
と
、
泣
き

出
す
子
ど
も
も
い
ま
し
た
が
、
赤
鬼
、
青
鬼
な
ど

に
豆
を
投
げ
つ
け
、
悪
い
鬼
を
退
治
し
て
い
ま
し

た
。 節

分
の
豆
ま
き

心
の
悪
い
鬼
に
�
エ
イ
�

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が

７
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結
婚

２６

し
ま
し
た
。
戦
後
の
食
糧
難
で
あ

っ
た
も
の
の
稲
作
、
麦
、
葉
タ
バ
コ
な

ど
の
農
業
を
営
み
生
計
を
立
て
ま
し
た
。

当
時
は
葉
タ
バ
コ
の
現
金
収
入
が
多
く
、

山
橋
地
区
だ
け
で
も　

�
も
耕
作
し
て

８０

い
ま
し
た
。
そ
の
後
肉
牛
や
蔬
菜
な
ど

に
転
換
し
、
今
で
も
稲
作
、
野
菜
づ
く

り
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
現
代
は
機

械
化
で
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

農
業
事
情
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。お

二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

善
之
さ
ん　

川
釣
り
や
温
泉
旅
行

で
す
。

ユ
キ
さ
ん　

菊
づ
く
り
や
カ
ラ
オ
ケ
で

す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
出
・
北
須
川
の
桜
並
木
が
好
き

で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

ど
こ
の
河
川
も
汚
染
が
進
ん
で
い

ま
す
。
自
然
に
や
さ
し
い
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　

職
業
▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
く

ら
荘
で
臨
時
の
介
護
士
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

野
球
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
仕
事
は
、
ま
だ
ま
だ

覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

宇
宙
旅
行
を
し
て
み
た
い
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

高
齢
者
に
や
さ
し
い
、
ま
ち
づ
く

り
と
天
然
芝
の
野
球
場
を
造
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

や
さ
し
い
人
。
何
事
も
一
生
懸

命
な
人
で
す
。

次
回
は
南
條
裕
子
さ
ん
で
す
。

永
沼　

善
之
さ
ん（　

歳
）

７３

　
　
　

ユ
キ
さ
ん（　

歳
）

７０

住
所
／
山
形
字
兎
田

双里字赤沼

西牧教夫さん（２２歳）

宗方　 彩 夏   　ちゃん
あや か

母畑字清水作　　　　　　　　
健治さん・千加子さんの長女　
平成９年８月１４日生まれ　　　

「誰にもやさしく、そして誰か
らも好かれる思いやりのある子
になってね!!」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。
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◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

下
泉
１
４
５
番
地
。
八
幡
山
の
麓
で
す
。
茅
葺
き
の
大

き
な
家
で
育
ち
ま
し
た
。
兄
弟
は
３
人
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

懐
か
し
さ
に
尽
き
ま
す
。「
兎
追
い
し
か
の
山　

小
鮒
釣

り
し
か
の
川
」
そ
の
も
の
で
す
。
と
し
な
の
で
し
ょ
う
か
、

こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　
　

歳
半
ば
渾
身
の
力
を
注
い
だ
と
自
負
し
て
い
る
南
の

３０
島
小
笠
原
の
お
手
伝
い
を
す
る
ほ
か
、い
く
つ
か
の
団
体
・

会
社
を
飛
び
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
か
ら
学
法
石
川

高
の
在
京
同
窓
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

長
く
地
方
行
政
に
身
を
置
い
た
眼
か
ら
見
る
と
、
こ
う

し
て
欲
し
い
。
か
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
願
い
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
故
郷
を
去
っ
た
者
が
と
や
か
く
言

う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
え
て
申
し
上
げ
れ
ば
奥

行
き
の
あ
る
文
化
の
香
り
を
も
う
少
し
と
思
う
の
は
な
い

も
の
ね
だ
り
で
し
ょ
う
か
。

　

で
も
石
川
は
私
の
故
郷
で
す
。
今
、
な
お
、
強
い
絆
で

結
ば
れ
て
い
る
友
人
・
親
戚
の
み
な
さ
ん
や
母
校
の
存
在

が
「
故
郷
は
遠
く
に
あ
っ
て
思
う
も
の
」
で
な
い
石
川
に

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

都
庁
が
わ
た
し
の
恋
人

東京都 小豆畑　孝さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

本
州
の
北
東
北
に
位
置
し
て
い
ま
す

が
、
周
辺
に
は
目
立
っ
た
高
地
や
山
岳

も
な
い
の
で
、
比
較
的
雪
も
少
な
く
穏

や
か
で
、
大
平
原
が
広
が
り
、
遥
か
に

八
甲
田
山
を
望
む
人
口
約
１
万
２
千
人

の
青
森
県
上
北
郡
六
戸
町
で
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

昭
和　

年
４
月
に
結
婚
を
期
に
来
ま

５０

し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

六
戸
町
と
比
べ
山
間
地
で
閉
鎖
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
温
か
い
人
柄
や
区
民
運
動

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
す

る
う
ち
に
石
川
町
の
良
さ
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

石
川
町
な
ら
で
は
の
特
産
品
を
開
発

し
、
全
国
に
発
信
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
た
、
国
道
１
１
８
号
線
石
川
町
内

か
ら
福
島
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
が

で
き
れ
ば
、
人
の
流
れ
も
多
く
な
り
、

町
も
賑
や
か
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

青森県六戸町青森県六戸町

曲
木
字
小
和
清
水

矢
吹
喜
代
治
さ
ん

大竹かのり　ちゃん
立ヶ岡　　　　　　　　　　　
可那さんの長女　　　　　　　
平成１０年９月２７日生まれ　　　

「おてんばな“かのり”で困っ
ています。けど元気がよくてよ
ろしい感じです。」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石
川

町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た
い

方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平成１３年１１月
小笠原・父島で
学法石川高の同級生と
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神
奈
川
県
下
の
市
町
村
は
、
真
鶴

町
、
鎌
倉
市
、
秦
野
市
、
津
久
井
町

と
多
く
の
自
治
体
で
ま
ち
づ
く
り
条

例
が
制
定
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、

９
月
に
大
磯
町
で
条
例
が
可
決
さ
れ
、

さ
ら
に
、
現
在
、
葉
山
町
、
逗
子
市
、

横
須
賀
市
で
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各

市
や
町
と
も
、
ほ
ぼ
条
例
案
が
起
案

さ
れ
た
状
況
で
、
現
在
、
制
定
の
た

め
の
議
会
等
と
の
調
整
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
下
の
市
町
村
で
は
、
現

在
、
斜
面
地
マ
ン
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ

て
紛
争
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、

住
民
や
議
会
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
市
町
村
に
お
け
る
条
例
づ

く
り
が
契
機
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
、

ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
の
動
き
が
広

が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
磯
町
、

横
須
賀
市
等
で
は
、
各
自
治
体
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
案
の
段
階
か
ら

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 神奈川県下の

市町村で
まちづくり条例が
相次いで制定

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

自
宅
は
塩
沢
の
大
日
向
。
東
洋
シ
ャ

フ
ト
�
の
常
務
取
締
役
、
ま
た
福
島
工

場
長
を
務
め
、
本
社
の
あ
る
埼
玉
県
川

口
市
、
新
潟
工
場
な
ど
全
国
を
駆
け
巡

っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
石
川
地
方
首

都
機
能
移
転
連
絡
協
議
会
長
、
経
営
者

協
会
長
、
日
経
連
須
賀
川
地
方
副
会
長

な
ど　

余
り
の
役
職
を
務
め
る
傍
ら
、

２０

毎
週
日
曜
日
に
は
長
泉
寺
で
朝
６
時
か

ら
座
禅
を
し
て
い
ま
す
。
絵
を
描
か
な

い
石
川
絵
画
ク
ラ
ブ
の
会
員
、
山
歩
き

も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

町
民
の
み
ん
さ
ん
は
非
常
に
親
し
み

や
す
い
性
格
の
方
々
が
多
く
、
生
活
に

潤
い
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

す
べ
て
の
町
民
が
自
分
た
ち
の
地
域

は
、
自
分
た
ち
が
創
る
と
い
う
意
識
で

惜
し
ま
な
い
努
力
と
立
案
、
行
動
の
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
町
民

が
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
よ
う
な
提

案
型
集
会
、
ま
た
夢
を
語
る
集
会
な
ど

を
企
画
で
き
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

今
、
全
国
に
自
慢
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
が
必
要
で
あ
り
、
ま
ず
簡
単
に
で

き
る
の
は
、
散
策
ル
ー
ト
の
設
定
で
、

温
泉
・
石
川
地
方
の
神
社
・
寺
院
・
霊

城
め
ぐ
り
、
温
泉
・
菜
の
花
畑
の
散
策
、

低
山
散
策
と
語
る
会
な
ど
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　

町
民
は
、
こ
の
町
を
山
と
川
し
か
な

い
谷
間
と
言
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な

く
、
全
体
的
に
住
み
や
す
い
環
境
に
あ

る
こ
と
を
見
つ
め
返
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
小
高
い
山
、
清
ら
か
な
川
が

あ
る
こ
と
は
、
人
が
住
み
た
く
な
る
地

形
で
あ
り
、
私
た
ち
自
身
が
全
国
に
発

信
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
慢
で
き
る
地
形
と
文

化
人
の
多
い
町
で
す
か
ら
、
文
化
通
り

の
設
定
を
し
、
画
廊
５
カ
所
、
書
道
３

カ
所
、
詩
・
俳
句
３
カ
所
、
趣
味
・
手

芸
３
カ
所
を
町
中
に
点
在
さ
せ
る
企
画

を
し
て
み
て
は
。
専
門
家
が
見
積
も
っ

て
５
千
万
円
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
に
は

町
民
も
理
解
と
協
力
を
し
、
町
も
協
力

者
に
は
減
免
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

野
菜
な
ど
を
売
る
朝
市
で
も
結
構
で
し

ょ
う
。

あ
っ
と
驚
く
ま
ち
づ
く
り
を

加
納
武
夫
さ
ん
●
轡
取

▲毎年４月に行われる桜まつりの様子

▲三芦城跡の残る石都々古和気神社の境内
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明
治
四
年
（
一
六
七
一
）
庄
屋
が
廃

止
さ
れ
た
翌
年
（
一
六
七
二
）
七
月
、

外
槙
村
戸
長
小
松
友
右
衛
門
、
副
戸
長

有
松
仙
治
郎
、
百
姓
代
小
豆
畑
三
代
吉

ら
は
連
名
で
外
槙
村
と
内
槙
村
と
の
合

併
を
願
い
出
ま
し
た
。「
外
槙
村
は
高
七

百
五
十
二
石
八
斗
二
升
四
合
。
戸
数
六

十
三
軒
、
人
員
四
百
五
十
二
人
。
こ
れ

ま
で
内
槙
村
か
ら
上
が
っ
た
小
作
料
は

年
貢
と
し
て
遅
滞
な
く
、
納
め
て
参
り

ま
し
た
。
外
槙
村
と
内
槙
村
は
昔
、
一

村
で
し
た
が
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）

の
検
地

の
際
、

二
分
さ

れ
、
そ

の
後
内

槙
村
の

庄
屋
は

55

編
纂
室
だ
よ
り�

外
槙
村
、
上
・
下
沢
井
村
と
の
合
併
拒
否

　

明
治
の
初
め
に
も
町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
外
槙
村
は
内
槙
村
と
の
合

併
を
県
に
何
度
も
願
い
出
ま
し
た
が
、 
磐
前 
県
（
前
号
参
照
）
は
認
め
ず
、
上
・

い
わ
さ
き

下
沢
井
村
と
の
合
併
を
命
じ
ま
し
た
。
外
槙
村
で
は
川
向
う
の
村
と
の
合
併
は

不
便
だ
と
断
り
ま
し
た
。
こ
の
時
の
文
書
が
外
槙
の
泉
栄
寿
氏
宅
か
ら
こ
の
ほ

ど
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

10

人
・
自
然
が
融
け
合
う　
あ
ぶ
く
ま
高
原
都
市　
い
し
か
わ

基　
本　
計　
画

《
第
３
章
》人
に
や
さ
し
く
健
康
で

　
　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち（
福
祉
）―
そ
の
②

　

み
ん
な
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

１　

高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

す
べ
て
の
高
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
、
要
介

護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
高
齢
者
へ
の
支
援
と
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
地
域
に
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

２　

保
健
の
充
実

　

す
べ
て
の
町
民
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
た

め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
実
現
に
向
け
て
、
生
涯
を
通

し
た
自
主
的
な
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

３　

児
童
福
祉
の
充
実

　

児
童
が
心
身
共
に
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
保
育
内
容
の

充
実
と
良
好
な
施
設
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

４　

母
子
・
父
子
福
祉
の
充
実

　

母
子
・
父
子
家
庭
に
対
し
、
生
活
の
安
定
と
生
活
意
欲

を
助
長
す
る
た
め
、
経
済
面
と
精
神
面
か
ら
の
援
護
対
策

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

５　

障
害
者
（
児
）
福
祉
の
充
実

　

障
害
者
（
児
）
が
地
域
の
一
員
と
し
て
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を
支
援
す

る
た
め
、
在
宅
援
護
や
、
障
害
者
の
自
立
促
進
の
た
め
に

障
害
者
の
家
庭
へ
の
支
援
、
町
民
の
心
身
の
健
康
に
目
を

向
け
自
己
管
理
が
で
き
る
よ
う
な
健
康
づ
く
り
の
普
及
と

ふ
れ
あ
い
を
通
し
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

明
治
五
―
七
年

下
泉
村
の
ち
高
田
村
の
庄
屋
が
兼
務
し

て
き
ま
し
た
。
荒
地
を
耕
し
、
収
穫
を

増
や
し
納
税
し
ま
す
か
ら
合
併
と
認
め

て
く
だ
さ
い
。
内
槙
村
は
七
分
通
り
外

槙
村
の
小
作
地
で
す
」
し
か
し
県
は
許

可
し
ま
せ
ん
。
七
・
八
月
に
も
合
併
願

い
を
出
し
ま
し
た
。「
上
沢
井
・
下
沢
井

村
は
隣
村
で
す
が
大
川
が
あ
り
、
橋
渡

し
は
一
筋
で
洪
水
の
と
き
は
終
日
待
た

さ
れ
て
不
便
で
す
。
内
槙
村
は
草
刈
り

場
と
し
て
一
村
同
様
に
利
用
し
て
い
ま

す
。
突
然
沢
井
村
の
合
併
を
命
ぜ
ら
れ

た
村
人
は
途
方
に
く
れ
て
い
ま
す
」
村

は
そ
の
後
二
度
も
合
併
願
い
を
出
し
ま

し
た
。

　

六
年
九
月
外
槙
村
の
伍
長
小
松
藤
右

衛
門
、
惣
代
有
松
友
三
郎
、
首
藤
伝
蔵
、

吉
田
数
衛
、
宗
田
撰
右
衛
門
の
名
で
五

百
字
に
及
ぶ
合
併
願
を
県
に
提
出
し
ま

し
た
。「
地
券
取
調
方
境
界
不
詳
」「
実

地
に
調
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
願
い

出
ま
し
た
。
高
田
・
内
槙
・
外
槙
村
の

ま
と
め
役
鈴
木
慎
之
助
も
名
を
連
ね
て

い
ま
す
。
当
時
、
国
と
県
と
で
は
、
地

租
改
正
に
当
た
り
地
券
（
土
地
所
有
権

利
証
）
発
行
の
た
め
に
調
査
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
か
ら
県
は
重
い
腰
を
上

げ
、
十
月
七
日
付
で
「
官
員
が
追
っ
て

巡
回
の
際
検
査
に
行
く
」
と
通
知
し
て

来
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
来
る
前
に
急

転
直
下
、
七
年
四
月
二
十
二
日
高
田
村

と
外
槙
村
と
が
熟
談
し
、
内
槙
村
の
小

作
地
を
相
互
で
取
替
え
る
合
意
を
み
て

解
決
し
ま
し
た
。
内
槙
村
の
土
地
は
両

村
に
吸
収
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
二

カ
月
後
外
槙
村
・
高
田
村
と
も
姿
を
消

す
の
で
す
。
当
時
の
内
槙
村
の
地
内
に

は
現
在
、
石
川
警
察
署
、
総
合
体
育
館
・

老
人
ホ
ー
ム
が
建
っ
て
い
ま
す
。

〔
次
号
は
石
川
村
の
誕
生
〕

内
槙
村
と
合
併
し
た
い

取
り
止
め
と
な
っ
た
合
併

▲「為取替書」明治７戌年４月２２
日第５大区小１３区石川郡高田町村・
外槙村両村の協議書
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24

34

以
降
低
下
し
ま
す
が
、
急
激
で
は
な
い

た
め
、
重
症
の
「
更
年
期
障
害
」
に
苦

し
む
人
は
少
な
く
み
え
ま
す
。
し
か
し
、

更
年
期
に
対
す
る
知
識
が
な
い
た
め
よ

く
分
か
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。

●
若
年
性
更
年
期
障
害
が
増
え
て
い
ま

す
　

今
の　

歳
代
世
代
は
、
少
々
や
せ
過

２０

ぎ
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
追
わ
れ
る
厳
し

い
ス
ト
レ
ス
社
会
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

一
方
で
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
を
安
易

に
食
べ
過
ぎ
、
肥
満
も
増
え
て
い
ま
す
。

極
度
の
や
せ
や
肥
満
は
、
性
ホ
ル
モ
ン

の
正
常
な
分
泌
を
妨
げ
ま
す
。
そ
れ
が

若
者
ら
し
い
健
康
な
性
欲
を
抑
制
し
た

り
、
無
月
経
、
無
排
卵
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
こ
う
い
う
女
性
は
、　

歳
で

１８

も　

歳
前
後
の
女
性
と
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

５０
レ
ベ
ル
は
同
じ
で
あ
り
、
更
年
期
障
害

と
類
似
の
症
状
に
苦
し
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

治
療
に
は
対
症
療
法
や
漢
方
療
法
の

ほ
か
、
ホ
ル
モ
ン
補
助
療
法
も
有
効
性

が
高
い
の
で
す
が
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

経
口
剤
に
は
ま
だ
適
切
な
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。

●
更
年
期
障
害
は
ホ
ル
モ
ン
の
低
下
の

サ
イ
ン

　

性
ホ
ル
モ
ン
は
女
性
は
卵
巣
か
ら
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
、
男
性
は
精
巣
か
ら
テ

ス
ト
ス
テ
ロ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。

　

最
も
盛
ん
に
分
泌
さ
れ
る
の
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も　

歳
代
か
ら　

歳
代
前

２０

４０

半
で
す
。

　

女
性
の
場
合
、　

歳
代
後
半
か
ら
は

４０

エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
急
激
に
減

少
し
、
排
卵
や
月
経
も
な
く
な
り
、　
５０

歳
代
に
入
る
と
急
速
に
閉
経
へ
と
向
か

い
ま
す
。

　

性
ホ
ル
モ
ン
は
生
殖
だ
け
で
な
く
、

心
身
の
あ
ら
ゆ
る
個
所
に
か
か
わ
り
が

あ
る
た
め
、
分
泌
量
が
低
下
し
た
り
消

失
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
快
な
症
状

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
「
更
年
期
障
害
」
と
い
い
ま
す
。

●
男
性
更
年
期
障
害
も
同
じ
こ
と

　

男
性
の
テ
ス
ト
ス
テ
ロ
ン
も
壮
年
期

　

文
部
科
学
省
で
作
成
し
て
い
る
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
家
庭
教
育
を
応

援
す
る
「
家
庭
教
育
手
帳
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
、
誕
生
、
そ
し
て
日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も
。
子
育
て
は
大
変
な
も

の
で
す
が
、
大
き
な
喜
び
や
楽
し
み
を
も
た
ら
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
持
つ
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
た
め
の

「
子
育
て
ヒ
ン
ト
集
」
で
す
。

愛
は
、家
庭
で

教
わ
ら
な
か
っ
た
ら

よ
そ
で
学
ぶ
の
は
ム
ズ
カ
シ
イ
。

人
か
ら
も
ら
う
幸
せ
だ
け
で
な
く
、 

人
の
た
め
に
で
き
る
幸
せ
も
あ
る
。

　
「
バ
ス
や
電
車
で
席
を
ゆ
ず
る
こ
と
」

を
小
・
中
学
生
の　

％
は
「
し
て
い
な

６５

い
」「
あ
ま
り
し
て
い
な
い
」
と
答
え
て

い
ま
す
。
弱
い
人
を
思
い
や
り
、
行
動

す
る
愛
情
や
勇
気
を
持
っ
た
人
に
育
て

る
た
め
に
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

思
い
や
り
の
心
は
、
幼
少
の
こ
ろ
か

ら
の
日
常
に
お
け
る
実
践
を
通
し
て
は

ぐ
く
ま
れ
ま
す
。
ま
ず
親
が
率
先
し
て

や
っ
て
み
せ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

自
然
に
妊
婦
や
高
齢
者
に
席
を
譲
っ
た

り
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
が
困
っ
て
い

る
と
き
に
声
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
つ
け
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

ま
ず
、
親
が
率
先
し
て
人
助
け
を
す

る
、
と
決
め
ま
し
ょ
う
。

―
思
い
や
り
―

��������	


①母子健康手帳の交付を受
けるとき

②１歳６ヶ月児健康診査の
とき

③３歳児健康診査のとき
④小学校入学前の健康診断
のときに、乳幼児をもつ
ご家庭に配布されます。

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

循
環
型
社
会
と
は

　

使
い
捨
て
は
資
源
の
一
方
通
行
に

し
か
な
り
ま
せ
ん
が
、
使
い
終
わ
っ

た
も
の
を
再
利
用
す
れ
ば
、
資
源
は

何
度
も
循
環
し
て
利
用
さ
れ
、
本
当

に
つ
か
え
な
い
部
分
だ
け
し
か
「
ご

み
」
に
な
ら
ず
に
済
み
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
廃
棄
物
の
発
生
が
抑
制
さ
れ
、

資
源
が
循
環
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ

る
社
会
を
「
循
環
型
社
会
」
と
い
い

ま
す
。

三
つ
の
基
本
原
則

①
何
よ
り
も
「
ご
み
を
出
さ
な
い
」

こ
と

②
出
し
て
し
ま
っ
た
ご
み
は
「
で
き

る
だ
け
資
源
と
し
て
使
う
」
こ
と

③
ど
う
し
て
も
使
え
な
い
ご
み
は

「
き
ち
ん
と
処
分
す
る
」
こ
と

�

�

資
源
投
入�

埋
立
処
分�

廃
　
棄�

消
費
・
使
用�

生
　
産�

（
製
造
・
流
通
等
）�

処
　
理�

（
焼
却
、再
生
等
）�

経
済
活
動
で
の
天
然
資
源
の�

消
費
を
抑
制
し
ま
す
。�

〔1番目：発生抑制〕�
長もちするものを作る
こと、ものを大事に長
く使うことが大事です。�

〔2番目：再使用〕�
使い終わったものでも、
繰り返して使用する。�

〔4番目：適正処分〕�
どうしても使えない
ものだけを、きちん
と処分する�

〔3番目：リサイクル〕�
再使用できないものでも、
資源としてリサイクルする。�
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　病院、診療所の窓口へ「退職被保険者証」を提出
して診療をうけます。医療費の自己負担額は以下の
とおり。�

　年金受給権の発生にともない、本人に「年金証書」
が送付されます。年金証書をうけとったら国保窓口へ、
14日以内に届け出をしてください。�

手続きに必要なもの�　①年金証書　　②保険証�

退職者医療制度�

●加入できる人は�

●診療をうけるとき�

退職者医療制度加入の手続き�

退職者本人�

入院� 外来�

2割�

扶養家族�

入院� 外来�

2割� 3割�

　国保に加入して、厚生年金や共済年金を
もらうことのできる69歳までの人（年金受
給権者）は、退職被保険者として、その家
族といっしょに退職者医療制度によって診
療をうけることになります。�

�
�
�
①国保の被保険者であること。�
②厚生年金や共済年金などから老齢（退職）年金を
もらうことのできる人、または、これらの加入期
間が20年以上、あるいは40歳を
過ぎてからの年金加入期間が10
年以上ある人。�
③老人保健の適用を受けていない人。�
④退職者本人の配偶者と被扶養者。�

　
「
歩
く
こ
と
は
身
体
に
よ
い
」と
知
り

つ
つ
も
、
ど
う
も
歩
い
て
い
る
と
何
か

言
わ
れ
そ
う
で
…
と
、
な
か
な
か
踏
み

出
せ
な
い
で
い
る
人
も
多
い
の
で
す
が

…
。

　

身
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
肥
満
解
消

に
役
だ
つ
な
ど
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
の

原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ト

レ
ス
の
解
消
や
基
礎
体
力
が
高
ま
り
、

風
邪
を
引
き
に
く
い
身
体
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
、
ま
さ
に
良
い
こ
と
づ
く
め
。

　

で
も
、
昨
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
は
、
健
康
を
考
え
て
心
が
け
て
い
る

人　

・
１
％
、
心
が
け
て
い
な
い
人
は

５０

　

・
９
％
、
心
が
け
て
い
る
人
の
う
ち
、

４６ほ
ぼ
毎
日
や
っ
て
い
る
人　

・
４
％
、

４０

週
に
３
〜
４
回
や
っ
て
い
る
人　

・
３

２０

％
、週
に
１
〜
２
回
や
っ
て
い
る
人　

・
３７

７
％
、
で
し
た
。
定
期
的
に
や
っ
て
い

る
人
の
、
半
数
以
上
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
答
え
て
い
ま
し
た
。（
約　

分
相
当
増

１０

や
せ
ば
、
約
１
、
０
０
０
歩
増
え
ま
す
）

買
い
物
、
用
事
は
、
歩
い
て
出
か
け
る

と
か
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め
に
、
心
地

よ
い
疲
労
を
求
め
て
、
歩
く
こ
と
な
ど

い
ろ
い
ろ
で
す
。　

代
、　

代
の
方
・・・

４０

５０

対
策
は
、
足
腰
の
弱
る
前
か
ら
で
す
よ
。

健
康
ふ
く
し
ま　

計
画

２１

―
日
常
生
活
の
中
で

　
　

身
体
を
動
か
そ
う
―

今月の納期
３月２５日まで納めましょう

国民年金（３月分）

　「食生活改善推進員」の略称で、生活習慣病予防、健康づ

くりについて学習を積み、食生活を通して地域の方々たちの、

健康づくりの案内役として活動している、ボランティアグル

ープです。

　私たち食改は、「母衣旗まつり」に栄養満点な“かぼちゃ

まんじゅう”を出店したり、各地区でヘルシーメニューを紹

介、調理実習し、地域の方々に食生活のヒントを与える「伝

達調理講習会」を開催しています。

　ほかにも５月に行われる基本健診の会場では、体脂肪測定

のお手伝いをしたり、食や健康に関する研修会や、調理実習

会に参加するなど、健康づくりのお手伝いにも積極的に取り

組んでいます。

　同会では、楽しく「食」について学び食生活・健康づくり

の案内役として活動する、食改さんを募集しています。興味

のある方は、次の連絡先までご連絡ください。

●申込み・お問い合わせ先

　石川町保健センター　栄養士　小木まで　�２６－８４１６
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募
　
集�

相
　
談�

県
保
健
福
祉
事
務
所

の
設
置
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
県
社
会
福

１４

祉
事
務
所
と
保
健
所
を
統
合
し
、
新
た

に
保
健
福
祉
事
務
所
と
な
り
ま
す
。
保

健
福
祉
事
務
所
は
社
会
福
祉
、
保
健
、

医
療
及
び
衛
生
に
関
す
る
業
務
を
行
う

事
務
所
で
す
。

●
設
置
場
所　

現
保
健
所
庁
舎

　

た
だ
し
、
県
南
、
相
双
保
健
福
祉
事

務
所
は
当
面
、
保
健
所
庁
舎
と
合
同
庁

舎
内
の
現
社
会
福
祉
事
務
所
フ
ロ
ア
を

使
用
し
て
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
医
務
福
祉
課

　

�
０
２
４
―
５
２
１
―
７
２
１
９

平
成　

年
度

１４

電
気
通
信
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

を
安
心
・
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
電
気

通
信
行
政
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利

用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅
広
く
お

聞
か
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
電
気
通
信

行
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成　

年
１４

度
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

●
募
集
資
格

　

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る
満　

歳
２０

以
上
の
方
で
、
次
の
「
活
動
内
容
」
を

行
う
こ
と
が
可
能
な
方
。
た
だ
し
、
総

務
省
・
郵
政
事
業
庁
、
電
気
通
信
事
業

に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
及
び
そ
の
方
の

ご
家
族
を
除
き
ま
す
。

●
活
動
内
容

①
総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
（
年
２
回
実
施
）
へ
の
回
答
〈
全
員
〉

②
地
域
で
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席

●
委
嘱
期
間

　

平
成　

年
４
月
１
日
〜

１４

　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１５

３１

●
募
集
人
員

　

全
国
で
１
、
０
０
０
名
程
度

（
東
北
で
１
２
０
名
）

●
謝
金

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
及
び
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
出
席
い

た
だ
い
た
方
に
別
途
謝
金
を
お
支
払
い

い
た
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
ハ
ガ
キ
の
表
面

に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の
上
、

裏
面
に
郵
便
番
号
・
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
応
募
の
動
機
及
び
モ
ニ
タ
ー
会

議
参
加
希
望
の
有
無
（
モ
ニ
タ
ー
会
議

は　

月
か
ら　

月
の
平
日
に
開
催
予

１０

１２

定
）
を
記
入
し
、
東
北
総
合
通
信
局
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。（
当
日
消
印
有

効
）
な
お
、
ハ
ガ
キ
以
外
で
の
応
募
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

●
応
募
先

　

〒
９
８
０
―
８
７
９
５

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
３
―
２
―　
２３

　

東
北
総
合
通
信
局　

電
気
通
信
事
業

課お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
号
の
町
の
催
し
カ
レ
ン
ダ
ー
の
中

で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
誤
〕
３
月　

日　

町
内
小
学
校
卒
業
式

１０

〔
正
〕
３
月　

日　

町
内
小
学
校
卒
業
式

２２

　

気
候
が
あ
た
た
か
く
な
る
と
、
私
た

ち
人
間
、
動
物
、
昆
虫
、
植
物
な
ど
の

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

特
に
昨
年
１
年
間
に
県
内
で
、
ハ
チ

に
刺
さ
れ
て
４
人
が
尊
い
生
命
を
失
っ

て
い
ま
す
。
町
内
に
お
い
て
も
、
秋
の

草
刈
り
な
ど
で
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
被
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

人
を
攻
撃
し
た
り
、
刺
し
た
り
す
る

主
な
ハ
チ
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
類
約　

種
１０

と
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
約　

種
の
あ
わ
せ

１０

て
約　

種
で
す
。

２０

　

ハ
チ
刺
さ
れ
に
よ
る
被
害
発
生
時
期

は
、
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
類
は
お
お
む
ね
７

〜
８
月
で
、
ス
ズ
メ
バ
チ
類
は
お
お
む

ね
７
〜　

月
で
す
。
特
に
８
月
頃
か
ら

１１

そ
の
発
生
数
が
多
く
な
る
た
め
要
注
意

で
す
。

　

２
回
目
に
刺
さ
れ
た
場
合
は
死
亡
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ハ
チ
に
刺

さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
攻
撃
を
受
け
や
す
い
条
件

①
服
装

　
「
黒
色
」に
対
し
て
攻
撃
性
が
強
い
の

で
、
黒
い
服
装
は
避
け
、
帽
子
を
か
ぶ

る
な
ど
し
て
頭
髪
を
隠
し
て
く
だ
さ
い
。

「
白
色
」
や
「
銀
色
」
に
対
し
て
攻
撃

性
は
弱
い
。

②
臭
い

　

ハ
チ
は
臭
い
に
よ
り
刺
激
さ
れ
、
興

奮
し
て
攻
撃
性
が
強
く
な
り
ま
す
。

（
ヘ
ア
ー
ス
プ
レ
ー
、
ヘ
ア
ー
ト
ニ
ッ

ク
、
香
水
、
体
臭
、
汗
の
臭
い
等
）

●
刺
さ
れ
た
と
き
の
処
理

　

刺
さ
れ
た
経
験
の
あ
る
人
に
は
、
ハ

チ
ア
レ
ル
ギ
ー
抗
体
が
体
内
に
で
き
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
２
回
目
以
降

の
ハ
チ
刺
さ
れ
は
、
救
急
処
置
を
行
わ

な
い
と
ア
レ
ル
ギ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り

短
時
間
で
死
亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ハ
チ
に
接
す
る
機
会
の
多
い
方

は
、
抗
体
検
査
や
救
急
処
置
に
つ
い
て

医
師
に
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
チ
の
巣
を
見
つ
け
た
ら

　

自
分
で
駆
除
す
る
の
は
危
険
な
の
で
、

専
門
業
者
に
依
頼
し
ま
し
よ
う
。

※
郡
山
市
以
外
の
地
区
で
も
最
寄
り
の

業
者
を
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。　

●
連
絡
先

　

福
島
県
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会

　

郡
山
市
並
木
２
丁
目　

―
４

１４

　

�
０
２
４
―
９
３
１
―
５
１
２
２

　
〔
料
金
〕
標
準
価
格

　

駆
除
作
業
１
回　

３
万
円

　
（
条
件
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

ハ
チ
刺
さ
れ
防
止
に
つ
い
て
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氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

大
野　
 
舜  
平 
（
祥　

市
・
吏
真
子
）
双　

里

し
ゅ
ん 
ぺ
い

　

橋　
 
樹  
生 
（
健　

一
・　

和　

）
立
ヶ
岡

じ
ゅ 
い

黒
木　
 
正  
敏 
（
直　

敏
・
徳　

子
）
新　

町

ま
さ 
と
し

大
竹　
 
航  
平 
（
保　

典
・
雅　

子
）
矢
ノ
目
田

こ
う 
へ
い

鈴
木　
 
宏  
誉 
（　

茂　

・
秀　

英
）
板　

橋

ひ
ろ 
も
と

穂
積　
 
優  
心 
（
孝　

行
・
百　

恵
）
石　

塚

ひ
ろ 
と

安
藤　
　
 
絢 
（　

靖　

・
愛　

美
）
双　

里

あ
や

岡
部　
 
紋  
乃 
（
記　

史
・
さ
お
り
）
北　

町

あ
や 
の

矢
内　
 
宏  
樹 
（
光　

明
・　

恵　

）
立
ヶ
岡

ひ
ろ 
き

阿
部　
 
優  
稀 
（　

健　

・
真
由
美
）
古　

舘

ゆ
う 
き

圓
谷　
 
駿  
翔 
（
広　

幸
・
弘　

美
）
塩
ノ
平

は
や 
と

田
子　
 
悠  
登 
（
誠　

治
・
み
ど
り
）
山　

形

ゆ
う 
と

鈴
木　
 
希  
優 
（　

隆　

・　

幸　

）
沢　

井

ま 
ひ
ろ

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

カ
ッ
プ
ル
誕
生

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

鈴　

木　

貞　

良 

新　

町

矢　

内　

八　

郎 

新　

町

高　

木　

シ　

ツ 

赤　

羽

丹　

内　
　
　

始 

下　

泉

草　

野　
　
　

勇 

古　

舘

大　

串　

ヨ　

シ 

境
ノ
内

穗　

積　

重　

治 

石　

塚

冨　

岡　

弘　

喜 

下　

泉

吉　

田　

友　

二 

沢　

井

首　

藤　

忠　

一 

新
屋
敷

林　
　
　
　
　

茂 

立
ヶ
岡

野　

内　

キ　

イ 

中　

野

佐　

川　

キ
ヨ
ノ 

赤　

羽

五
十
嵐　

義　

和 

双　

里

佐　

藤　
　
　

巳 

大
字
新
屋
敷

野　

本　

榮　

松 

湯
郷
渡

早　

坂　

き　

よ 

当　

町

老人福祉センター
同園

同園
同園

各小学校
同館
同所
同所
同所

同所
同所
同所
同所
役場宿直室
同所
同館
同所
同所

心配ごと相談（１０：００）
石川幼稚園卒園式

石川文化幼稚園卒園式
野木沢幼稚園卒園式

国連水の日
町内小学校卒業式
沢田児童館満了式
第一保育所満了式
第二保育所満了式
新田保育所満了式

母畑保育所満了式
野木沢保育所満了式
板南保育所満了式
谷沢保育所満了式
交通事故巡回相談（１０：００）
外槙保育所満了式
中谷児童館満了式
山形保育所満了式
中田保育所満了式

金
土
日
月

火
水
木
金

土

日
月

火

１５
１６
１７
１８

１９
２０
２１
２２

２３

２４
２５

２６

老人福祉センター

クリスタルパーク・石川

老人福祉センター

各小中学校
同校
同校
同校
同園
同園

心配ごと相談（１０：００）

東日本高等学校ハンドボール大会
（～４日まで）

心配ごと相談（１０：００）

春の全国交通安全運動
町内小中学校入学式
県立石川養護学校入学式（小・中・高）
学法石川高校入学式
県立石川高校入学式
野木沢幼稚園入園式
石川文化幼稚園入園式

水
木
金
土
日

月
火
水
木
金
土
日
月

火

水
木
金
土
日

２７
２８
２９
３０
３１

１
２
３
４
５
６
７
８

９

１０
１１
１２
１３
１４

〔〔〔

（平成１４年１月１日～１月３１日まで届出分　敬称略）

高�
　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

瀬
谷　

寛　

康 

沢　

井

中
野　

由
美
子 

古　

舘

円
谷　

幸　

治 

鮫
川
村

円
谷　

絵　

梨 

中　

野

西
牧　

茂　

臣 

白　

石

大
竹　

陽　

子 

白　

石



施設の紹介�

編 集 後 記 �

町民憲章�
1.自然と文化を愛し�
　　　　豊かな町をつくりましょう�
1.親切と勤労をむねとし�
　　　　住みよい町をつくりましょう�
1.歴史と未来をみつめ�
　　　　誇りある町をつくりましょう�
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　前の牧師・村上束先生が戦後間もないころ、町の要請と地域の皆様
のご協力とご支援をいただいて、この地に石川幼稚園を創設してから
50年になります。卒園児も2,000名近く送り出して参りました。�
　みなさんが、それぞれの地域、家庭でご活躍されていることは誠に
嬉しい限りです。�
　この度、惜しまれながら3月末をもって閉園することになりました。
町民の皆様のご厚情とご支援に心から感謝申し上げます。�

石川幼稚園長　河内　三男�

３列目左から　おおわだ　しょうこ、すどう　れな、たけしま　ひかり、やぶき　たくみ、�
　　　　　　　さとう　まさとし、おおが　あさか、ささき　ゆうや、やない　ゆうき�
２列目左から　せんざき　かこ、ほし　とものり、そえだ　みお、ばば　けんた、�
　　　　　　　こいけ　まりあ、ほんごう　ちはる、すずき　まさひと�
１列目左から　こみなと　なつき、おおた　たけひろ、わたなべ　みかこ、�
　　　　　　　みどりかわ　しゅんたろう、とみざわ　ゆうせん、はが　ゆうじ�

写真提供／関根政信さん�写真提供／関根政信さん�

日当たりのよいところに見られる多年生草本植
物で、折ると黄色い汁液が出ます。昔から胃の
痛みによいということで煎じて飲む人もいますが、
多量に用いると嘔吐や下痢、手足のしびれなど
の中毒症状が現れます。�

（クサノオウ：ケシ科）�

　母畑保育所に通う、北山の蕪木由実子さん（中
央）、祖父の富男さん（左）、祖母の利子さ
ん（右）です。�

19,602人（　－1）�

（  ）内前月比�

●2月1日現在住民基本台帳●�

男�
女�
世帯数�

9,581人（　－9）�
10,021人（　＋8）�
5,564戸（　＋1）�

　巣立ちの3月。今年もそれぞれの保育所、幼稚園、
学校などで子どもたちが新たな世界に飛び込んで
いきます。多くの夢と希望を抱き、21世紀を担う
子どもたちの環境が変わり始めています。4月から
の学校週5日制の導入、少子化の波、ほかにも多々
ありますが、本町では保育所、学校の再編も余儀
なくされています。意味はちがいますが、50年の
歴史を誇る石川幼稚園の閉鎖もショッキングなこ
とです。核家族が増え、子育てを通しての家庭、
学校、地域の連携が大切な時となっています。また、
不景気による失業で授業料が払えないという現実に、
国民は痛みと感じとるのか、みなさんと一緒に考
えましょう。　　　　　　　　　　　（迎　茂城）�

●第180回●�
石川幼稚園�
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